
（公社）大阪府鍼灸師会 平成３１（令和元）年度 事業報告 

[公１] はり・きゅうの普及啓発、講演会、健康相談、スポーツイベントの 

支援を実施する事業 

１．はりきゅうの普及啓発に関する事業 

・ホームページの管理・内容更新作業 

・大阪府下各地域で行われる健康展・健康まつりにおいてパンフレット・リーフレットの配布 

・パンフレット・リーフレットのリニューアル 

・着ぐるみ「おはりん」による普及啓発活動 

・厚生労働大臣免許保有証の発行事業 

２．講演会の実施事業 

・府民公開講座の実施 令和2年2月9日 茨木市 

・講座参加者に対するアンケート調査および集計、報告の実施 

３．健康相談事業 

・大阪府下各地域で行われる健康展・健康まつりにおいて健康相談会の実施：8回府内市町村で実施 

・小児鍼体験会：羽曳野市保健センターで1回実施 

・健康相談事業参加者に対するアンケート調査および集計、報告の実施 

４．スポーツイベントの支援事業 

・大阪府下各地で行われるスポーツイベントに医療ボランティアとして参加：府内市町村で開催 

・ボランティア活動実施事業参加者に対するアンケート調査および集計、報告の実施 

 

[公２] はり・きゅうの研修会や講習会を実施する事業 

１．はりきゅう師の資質の向上に関する学術講習会を実施する事業 

各種講習会 

・学術講習会 ：府内各鍼灸養成学校及び会館にて実施 

・素問勉強会 ：毎月１回、年12回予定のところ年１0回実施（２回中止） 

・介護予防鍼灸師認定講習会：2回実施 

・療養費適正化講習会：府内鍼灸養成学校にて実施 

・スポーツ鍼灸プロジェクト研修会：府内各鍼灸養成学校にて実施 



その他 

・１１月２3 日（土）～１１月２4 日（日）：全国大会（浜松） 

・学術単位管理システムの運用 

・研修会事業参加者に対するアンケート調査および集計、報告の実施 

内容 

（１）西洋医学の知識と技術の習得 

（２）東洋医学としての知識と技術の習得 

（３）はりきゅう師としての知識と技術の習得 

（４）スポーツ現場におけるはりきゅう施術に関する知識と技術の習得 

（５）介護予防に関する知識と技術の習得 

（６）災害医療に関する知識と技術の習得 

（７）療養費制度の適正運用 

上記（１）～（７）のテーマを組み合わせて実施 

 

 

［公 1］ 

 

講演会の実施事業  

府民公開講座  

令和 2 年 ２月 ９日 (日) 鍼の聖地茨木 inOSAKA 茨木神社、茨木市福祉文化会館 

 

健康相談事業 

令和元年 ５月２５日 (土) アンチエイジングフェア in 大阪 カンテレ扇町スクエア 

令和元年 ６月２３日 (日) たくっちビジネス交流会 マイドームおおさか 

令和元年 ９月 ７日 (土) 

吹田市みんなの健康展 メイシアター 吹田市文化会館 
 ８日 (日) 

令和元年 １０月２０日 (日) 羽曳野市ふれあい健康まつり 羽曳野コロセアム 

令和元年 １１月 ３日 (日) 東大阪市民健康フェスタ 希来里ビル 3・5・6F 

令和元年 １１月１０日 (日) 第 35 回せっつ市民健康まつり 

摂津市立保健センター及び 

コミュニティプラザ広場前 

令和元年 １１月１０日 (日) 交野市健康福祉フェスティバル 交野市ゆうゆうセンター 

 

小児鍼体験会  

令和元年 ９月１７日 （火） 羽曳野市保健センター 

 

 

スポーツイベントの支援事業 

  



大阪府下各地で行われるスポーツイベントに医療ボランティアとして参加 

 

令和元年 ５月１２日 (日) 大阪府障がい者スポーツ大会 万博記念競技場 

令和元年 ７月 7 日 (日) 第 46 回大阪ろうあ者スポーツ大会 舞洲障がい者スポーツセンター 

令和元年 １１月 ３日 (日) 聴力障がい者ゲートボール大会 姫島西ゲートボール場 

令和元年 １１月１０日 (日) 2019 チャレンジ DAY 吹田 千里北公園 

令和元年 １２月 １日 (日) 第 9 回大阪マラソン 大阪城公園 

令和 2 年 １月１９日 (日) 第 28 回高槻シティハーフマラソン  高槻市立体育館 

令和 2 年 ２月 ２日 (日) 第 39 回摂津ふれあいマラソンセッピィカップ 淀川河川公園鳥飼陸上トラック 

令和 2 年 ２月２３日 (日) 寝屋川ハーフマラソン 2019 府営寝屋川公園（コロナウイルス感染予防

のため大会中止） 

令和 2 年 ３月 ８日 (日) 第 19 回高槻クロスカントリー大会  萩谷総合運動公園（コロナウイルス感染予

防のため大会中止） 

 

  



［公２］学術講習会 

 日付 演  題 

講 師 

(敬称略) 

所 属 会員 会員外 学生 合計 会場 

1 5 月 19 日 

自分が望む最期の迎え方を伝

えてみませんか 

川島正裕 

岸和田市民病院  緩和ケア 

内科 部長 

10 6 65 81 明治 

2 5 月 19 日 

作業療法の視点で認知症予防・

転倒予防を捉える 

横井賀津志 

森ノ宮医療大学  作業療法 

学科 教授 

10 6 65 81 明治 

3 7 月 14 日 

美容業界が経験した経営の失

敗と鍼灸師の先生にしてもら

いたいスキンケアアドバイス 

郡佳奈 鍼灸 Meridian 烏丸 副院長  18 25 22 65 森宮 

4 7 月 14 日 

皮膚の再生に特化した美容鍼

～ICCO 式美顔はり～ 

田中一行 

(公社)群馬県鍼灸師会 会長 

龍華鍼灸院 院長 

18 25 22 65 森宮 

5 7 月 28 日 療養費適正強化講習会     117 0 0 117 森宮 

6 9 月 8 日 

消化器疾患－IBD・IBS を中心

に－ 

村野実之 

医療法人 むらのクリニック 

院長 

20 16 1 37 森宮 

7 9 月 8 日 

実践的 お腹の診方と消化器

疾患の治療 

松田大樹 大樹鍼灸院 院長 20 16 1 37 森宮 

8 10 月 13 日 現代の食事はミネラル不足 中戸川貢 食べたい工房 代表 15 5 5 25 大阪 

9 10 月 13 日 

食品添加物ワーストランキン

グ 

中戸川貢 食べたい工房 代表 15 5 5 25 大阪 

10 12 月 8 日 

「灸法の基本十項」の概説と効

かせる灸治療 

福島哲也 灸法臨床研究会 講師 19 11 89 119 履正 

11 12 月 8 日 婦人科疾患と施灸の実際 福島哲也 灸法臨床研究会 講師 19 11 89 119 履正 

12 2 月 9 日 

慢性筋骨格系疼痛に対する伝

統医療の中枢性鎮痛作用メカ

ニズム 

高本考一 

東 亜 大 学  人 間 科 学 部   

スポーツ健康学科 准教授 

31 26 27 84 森宮 

13 2 月 9 日 

腰部脊柱管狭窄に対する鍼灸

治療の実際と効果機序 

粕谷大智 

東京大学医学部附属病院  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部   

鍼灸部門 主任 

31 26 27 84 森宮 

    合計（人）     343 178 418 939   

会場正式名称・・・森宮：森ノ宮医療学園専門学校、明治：明治東洋医学院専門学校  

大阪：大阪医療技術学園専門学校、履正：履正社医療スポーツ専門学校 

※ 療養費制度の適正運用  7 月 28 日 開催 参加数 117 人 

 

 

 

 



素問勉強会 平成 31（令和元）年度 

  会員 一般 学生 合計 

平成 31 年 4 月 10 14 2 26 

令和元年 5 月 9 12 1 22 

6 月 8 10 3 21 

7 月 8 9 1 18 

8 月 10 13 1 24 

9 月 9 15 1 25 

10 月 0 0 0 0 

11 月 8 12 0 20 

12 月 9 15 3 27 

令和 2 年 1 月 9 11 2 22 

2 月 10 15 4 29 

3 月 0 0 0 0 

 合計 90 126 18 234 

  



平成 31（令和元）年度介護予防鍼灸師認定講習会 

平成 31（令和元）年度前期介護予防鍼灸師認定講習会 

実施日 場所 人数 

令和元年 10 月 6 日 大阪府鍼灸師会館 7(0) 

令和元年 10 月 27 日 大阪府鍼灸師会館 11(0) 

令和元年 11 月 3 日 大阪府鍼灸師会館 14(0) 

※ 人数は( )内会員数 
  

※ 学生が 3 名含まれるので認定者は 4 名 
 

※ 新規受講者数 7 名 修了者数 7 名 認定者数 4 名 

    

平成 31（令和元）年度後期介護予防鍼灸師認定講習会 

実施日 場所 人数 

令和 2 年 2 月 2 日 大阪府鍼灸師会館 11(1) 

令和 2 年 2 月 23 日 大阪府鍼灸師会館 12(1) 

令和 2 年 3 月 1 日 大阪府鍼灸師会館 － 

※ 人数は( )内会員数 
  

※ 2/23 更新者があり 1 名増加 
 

※新型コロナウィルス感染拡大により延期（日程は未定） 

    

平成 31（令和元）年度介護予防鍼灸師認定講習会科目内容 

  科目 時間 

1 地域包括ケアと他職種協働 1 時間 30 分 

2 擦過鍼実技（基礎） 1 時間 30 分 

3 擦過鍼機能訓練実技※A 1 時間 30 分 

4 下肢筋力低下への擦過鍼実技 1 時間 30 分 

5 ICF（国際生活機能分類） 1 時間 30 分 

6 報告書の書き方※B 1 時間 30 分 

7 日常生活機能の評価※c 1 時間 30 分 

8 人権研修 1 時間 30 分 

9 認知症の知識と評価方法（演習）※d 1 時間 30 分 

10 認定レポート 提出 

※ Ａ～ｄの単位のうち、Ａ・Ｂは必須、ｃ・ｄのいずれかを受講 

 


